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１．真実かどうか

２．みんなに公平か

３．好意と友情を深めるか

４．みんなのためになるか

どうか

仲 島 英 二

濱 野 良 彦

竹 内 國 廣ロータリーに輝きを

Light  Up Rotary

2014～2015年度
国際ロータリーのテーマ

平成２６年１０月３１日 No．１６

■本日の例会プログラム

●ロータリーソング（我等の生業）

●会長の時間 ゲスト･ビジター紹介

●会務報告

●各委員会報告

●卓話

「お菓子の歴史と楽しみ方」

会員 原田 実樹宜君
（㈱千鳥屋本家 代表取締役社長）

■次回卓話（１１月７日）予定

「我が野球人生」

西鉄ライオンズＯＢ
高倉 輝幸様

■前回例会の記録（１０月２４日）

◇出席報告 出席委員長

当 日 １０月２４日 前々回 １０月３日

会員総数 ７３名

免除会員数（1８名中） １２名

出席会員数 ４０名

ゲ ス ト ２名

ビ ジ タ ー ２名

合 計 ５６名

出 席 率 ７７．６１％

会員総数 ７３名

免除会員数(1８名中）１２名

出席会員数 ４１名

メークアップ １２名

欠席会員数 ２名

合 計 ６７名

修正出席率 ９７．０５％

●見上げてごらん夜の星を

/ いずみ たく

●慕 情

● カッチーニのアヴェ・マリア

● イマジン / Ｊ．レノン

● いちご白書をもう一度 / 荒井由実

職業奉仕月間・米山月間

３日（金）定例理事会（例会終了後）
１０日（金）「休会」

定款第６条第１節Ｃにより
１７日（金）誕生祝
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●福岡県出身の直木賞作家葉室麟の「蜩ノ記」が映画に

なって現在上映中です。小説が映画になった時、「小説が好
き」か「映画が好き」かの話になるのですが、今までは小説が
好きと思っていましたが、「蜩ノ記」は映画の方が良いと思い
ました。

●特に映像が美しく、カメラワークが最高でした。日本の原風
景を見る感じです。

●小泉監督は黒澤明の愛弟子だそうです。

会 長 報 告

幹 事 報 告

●理事・役員・委員一覧表について

退会などの変更がありましたので、再度全員に配布しており
ます。

● １１月７日（金）例会終了後、定例理事会を開催致しますの
で、理事会構成員の方は出席下さい。

各委員会報告

＜職業奉仕委員会／中島委員長＞

●元国際ロータリー会長 田中作次様の特別講演会及び晩
餐会のＤＶＤが当クラブに届いております。

ご覧になりたい方は、事務局までご連絡お願いします。

累計 ４０７，５００円 達成率 ３１．３％

スマイル箱目標額 １，３００，０００円

合 計 １４，０００円



他ロータリークラブへメーキャップをされ、やむを得ず早退しなければならない時は、幹事やSAAの一言前もってお断
りするのがエチケットです。ご協力ください。

会報・広報委員会 委員長本山茂夫 ： 副委員長山内良輝 ： 委員 ： 平田文夫 ： 石川哲也 ： 中村勇治

＜例会運営委員会＞

【スマイル箱】 ありがとうございました！

堤 克彦君 （１０/２４）
敬老の日のお祝いありがとうござい
ました。

濱野 良彦君 良い天気が続きますが、朝夕の冷え
込みにご注意下さい。
私は風邪をひきました。

片山 健二郎君 １１月１３日より博多阪急にて、いけば
な展を開催します。
受付にチケットを置いていますので
よろしくお願い致します。

穐好 幸男君 バッジ忘れました。

卓 話

「米山奨学会」

米山記念奨学委員会

的野 良次 委員長
（（医）尚歯会的野歯科医院 院長）

米山記念奨学会の誕生

○米山奨学事業は、日本最初のロータリークラブの創

立に貢献した実業家米山梅吉氏の功績を記念して発
足しました。1952年に東京ロータリー･クラブで始めら
れたこの事業は、やがて日本の全クラブの共同事業に
発展し、1967年、文部省（現在の文部科学省）の許可
を得て、財団法人ロータリー米山記念奨学会となりまし
た。

民間最大の奨学事業

○年間の奨学生採用数は700人、事業費は13.6億円
（2012-13年度決算）と、国内では民間最大の国際奨
学事業となっています。これまでに支援してきた奨学生
数は、累計で17,545人（2013年4月現在）。その出身国
は、世界121の国と地域に及びます。

世話クラブとカウンセラー

○ 1つのクラブが、1人の奨学生の「世話クラブ」となり
ます。米山奨学生は世話クラブの例会に月に一度出席
し、ロータリー会員と積極的に交流して国際交流・相互
理解を深めるとともに、ロータリーの奉仕の心を学びま
す。

○奨学生1人に対し、世話クラブのロータリアンの中か
ら1人がカウンセラーとなります。カウンセラーは、奨学
生の個人的ケアにあたるアドバイザーです。

様々な職業、世代で構成されるロータリークラブでの交
流は、奨学生が日本文化に接し、将来や奉仕について
考える機会となります。米山奨学生とロータリアンの交
流は、相互理解のみならず、双方にとって財産となるも
のです。

寄付金の種類

１．普通寄付金
全ロータリークラブ会員からクラブを通じて定期的にい
ただく寄付です。各クラブで会員一人あたりの金額を決
定し、半期に1度、会員数分をご送金いただきます。

２．特別寄付金
個人、法人、またはクラブから、普通寄付金以外に任

意でいただく寄付金です。ロータリー関係者以外の一
般個人、法人、団体からもお受けします。金額にきまり

はありません。いつでも、おいくらからでもご送金いた
だけます。

３．遺言寄付
遺言によって、ご自身の財産を奨学事業のためにご寄
付いただける制度です。

【税制上の優遇措置について】

山記念奨学会は、内閣府より「公益財団法人」の認定
を受けているため、当会へのご寄付は所得税（個人）、
法人税（法人）の税制優遇が受けられます。

また、遺言によるご寄付をお受けする体制も整えており
、相続税も非課税となります。

表彰制度

１．個人の表彰
累計額100万円未満は10万円ごとに感謝状、100万円
以降は10万円ごとの感謝状に加え、100万円ごとにピ
ンバッジ（400万円以上はクリスタルの盾）が贈られま
す。

２．法人の表彰
累計額50万円に感謝状、100万円以降は100万円ごと
に感謝状もしくは盾が贈られます

学友会

○学友（奨学期間を終了した元米山奨学生）と現役奨
学生によって組織されている会です。

○日本に３１、海外に６（台湾・韓国・中国・タイ・ネパー
ル・モンゴル）、計３７学友会があります。

第６回ワイン同好会 「ボジョレー・ヌボー」
１１月２５日（火）１８：３０～ 博多都ホテル

第１４回若僧会
１１月１４日（金）１８：３０～ NOTTILUCA

お 知 ら せ


